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	入場
	無料
	-子どもを取り巻く環境をみんなで考える-

	10/4
	(日)
	開場 13:00
	開演 13:30~15:30
	和歌山県民文化会館  小ホール
	第1部　


	吉田直哉
	先生

	基調講演
	子どもを取り巻く環境は今、どう変わっている？
	毎日の暮らしは、子どもの育ちとどう繋がる？
	第2部　
	みんなで考えるトークセッション
	主催：ラフル
	後援：和歌山県教育委員会/和歌山市教育委員会



	こんな方に来てほしい
	-子どもに関わるすべての方へ-
	子育てにちょっと迷うことがあるかた
	学校や家庭だけではない「子どもの育ち」を考えてみたい方
	教育・福祉・食・自然・地域のつながりに関心がある方
	子どものために「私にも何かできるかも」と感じている方
	この日、持ち帰ってほしいこと。
	子どもの
	「今」を知る
	わが家の暮らしを
	見つめる
	地域とつながる
	自分にできる
	ことを見つける


	ってなに？
	子どもを真ん中に、教育・子育て・福祉・健康・食・自然など、
	さまざまな経験や知恵を持つ人があつまる場所です。
	一本の木があつまり、つながり、やがて森になる。 できる人が、できることを持ち寄る。
	ラフルはそんな人たちが「つながる場」をつくっています。
	CORE MEMBERS
	ACTIVE MEMBERS


	あなたの「？」を、森に持ってきてください。
	家庭ではどこまで頑張ればいい？
	学校・家庭・地域はもっとつながれない？
	AI時代の教育は？
	申し込みフォームで事前質問を募集します。
	あなたの問いが、当日の対話のきっかけに
	なるかもしれません。

	定員150名
	原則事前申し込み制
	お子様同伴OK！

	ラフルと
	つながる

